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１ はじめに  

芝浦工業大学は、テーマI「アクティブ・ラーニング」およびテーマII「学修成果の可視化」の複合
型に取組んだ。本学では建学の精神のもとに、「統合的問題解決能力を備えた世界（社会）に貢献で

きる技術者の育成」を教育目標と定め、学生の主体的な学びを促し、学修成果の可視化のため、以下

の取組みを行った。 
  1)  4年間の体系的・組織的なアクティブ・ラーニング改革 
  2)  学修成果の可視化と学生の学修時間のPDCAサイクルによる保証 
  3)  教育改革の推進体制の強化（教職学協働）  
上記の1)～3)の各実施項目について様々な改革を進め、多くの成果を出してきた。本報告では、この
内、2)の概要と近年開始した「LINEを利用した学修時間可視化の試み」に関し報告する。 

 
２ 学修成果の可視化と学修時間の保証の概要 

学修成果の可視化と学修時間の保証として、Webシラバス設計を見直し、授業外学修時間の入力チ
ェック機能を設け、各回の授業外学修内容と標準学修時間を設定する仕組みを設けた。また、学修マ

ネジメントシステム（LMS）と連携したポートフォリオシステムを構築し、学生が学修成果を容易に
確認できる仕組みを導入した。ポートフォリオは、学修ポートフォリオ、語学ポートフォリオおよび

キャリアポートフォリオから構成され、ダッシュボード上にて一覧できるようになっている。学修ポ

ートフォリオには、学生の閲覧率が高いS*gsot（教務データシステム）が組み込んであり、学修時間
を登録できる機能も追加してある。また、ダッシュボードはスマートフォンでも利用可能であり、こ

れにより、ポートフォリオの利用率が高まった。 
 
３ LINEを利用した学修時間可視化の試み 

本学では、学生の学修時間の可視化として、ポートフォリオ、授業自己評価アンケート、学修行動

調査など様々な方法を実施している。ここで、学生からの要望で、スマートフォンを用いてより簡単

に自身の学修行動を記録・把握できれば、より効果的な時間の使い方ができるという意見を受けて、

LINEを利用した学修時間可視化の試みを2018年度より開始した。 
まず、学生は授業時間以外で行動（勉強、予習、復習、研究、調査、打合わせ、バイト、など）を

したら、その行動と時間をLINEから記録できる。記録方法は、ボタンでの入力あるいは音声による入
力の2種類用意した。入力された行動は、学生自身のGoogleカレンダーに記録される。Googleカレンダ
ーとポートフォリオのダッシュボードはリンクされており、グラフ化されて自身の行動履歴がスマー

トフォンで確認できる。Google カレンダーで行動記録や時間の修正も可能であり、修正を行うと、ポ
ートフォリオのダッシュボードデータも自動修正される。本システムは、単なる学修記録に留まらず、

詳細の箇所に何をしたのか書いておくと実験・研究ノートのように使えるので便利であるとの学生か

らの評価を受けている。 
学生に身近なLINEアプリを用いることで、学生が負担を感じることなく学修時間の記録が可能にな
った。さらに、学生へLINEアプリから入力を促す通知機能との連携や、ポートフォリオを活用した振
り返りの促進が期待できる。なお、LINEアプリは本学が独自で開発したものである。 
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１ 取り組み概要 

本取り組みでは、本学の使命である「技術で社会に貢献する技術者」の育成に必須の知識・能力を修

得させる教育体制構築と、その成果の可視化のため、下記の(1)～(3)に注力して実施した。これらの

取り組みは未来科学部の活動を基とし、成果を全学に普及させることを目指して実施した。 

(1) 教育の質保証体制を実質化し、学生の学びの振り返りと教育改善に資するため、汎用的能力の評

価ができるルーブリックを開発し、下記の①～③の学修成果達成度の評価体制を構築した。また

この結果を社会に提示するショーケース型ポートフォリオの作成システムを構築した。 

①  汎用的能力の評価用ルーブリック体系構築：米国のVALUEルーブリックを基に、大学のDP（デ

ィプロマ・ポリシー）が求める学修成果の内容・水準を示す汎用ルーブリック、それを学科の

DPに合わせた学科ルーブリック、汎用的能力育成科目の目標達成度評価用の科目ルーブリック

を作成し、学修成果の可視化を可能とした。またこのルーブリック体系の解説と、汎用ルーブ

リックから学科・科目ルーブリックを作成する手順を解説するマニュアルを作成・配布した。  

②  各科目の教育目標達成度評価体系構築：科目の教育目標とその達成度評価法をシラバスに明記

するとともに、汎用的能力育成科目においては、その科目の教育目標の達成度評価用の科目ル

ーブリックにより学生に達成度評価をさせる。 

③  学科のDPが求める学修成果の項目毎の達成度評価体系構築：e-ポートフォリオに組み込んだ学

科ルーブリックにより、学修成果の項目ごとの達成度を年度末に学生に自己評価させる。また

知識とその応用能力に関する学修成果の達成度は、該当科目の成績の他、各学科の必須の知

識・能力の達成度をアチーブメントテスト等として毎年調査実施する体制を構築した 

(2)アクティブ・ラーニングと、反転授業導入を図るため、下記を実施した。 

①  アクティブ・ラーニング科目と反転授業科目の定義を明確にし、導入促進を図った。 

②  アクティブ・ラーニングと反転授業の実施法を解説したマニュアルを作成・配布した。 

(3) 教員教育力向上のため、全教員を対象とした、教育力評価を含む「第三者評価がある自己点検評

価制度」を構築し、全学的に導入した。この制度は目標管理とその結果の自己点検、外部評価員

による評価、所属長による評価結果確認と教員へのフィードバックからなる。 

 

２ 主な事業成果 

(1) 卒業時に修得すべき学修成果項目の達成水準を可視化したレーダーチャートを、e-ポートフォリ

オ上で確認できるシステムが完成し、卒業時点での学修成果の可視化を実現した。 

(2) 全科目への反転授業導入により、学生の１週間あたりの授業外学修時間は25.1時間と目標の10時

間を大幅に超えた。  

(3) 全科目へのアクティブ・ラーニング導入により、学修成果の到達度の平均値は、学年進行に伴っ

て上昇し、3年次には3.4、4年次には3.3（レベル5(秀)、4(平均を超える)、3(平均)、2(合格最低

レベル)、１(不合格)）と、平均レベル(3)を上回り、学生が想定以上の学修成果を上げているこ

とが示された。また専門力、数学・基礎科学、デザイン、情報収集、チーム活動、生涯学習、理

解、意見発信、社会的責任で3.5以上となり、技術者としての必須の能力に関し、ある程度自信が

ついていることが示された。 
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